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パパコーチを加害者にしないために

NPO法人 虐待から子どもを守る支援ネットワークちば
木野内由美子



自己紹介

 NPO法人虐待から子どもを守る支援ネットワーク事務局長

 児童相談所勤務（心理司）

 中学校、高等学校でのスクールカウンセラー

などを経て

 市役所の児童虐待対応部署勤務（H22年より）

 市川市保育クラブ巡回相談員（H17年より）

 高校時代ソフトボール部

 柏市少年野球チームコーチ経験



本日お話ししたいこと

児童虐待について

体罰と児童虐待

子どもへの影響は？

しつけと体罰

スポーツ場面での子どもへの影響

野球グラウンドでの出来事を家庭に持ち込まな
いために

体罰の正当化

どうすれば体罰、暴言を使わずに子どもとの関
係を構築するか



●DVとは・・
ドメスティックバイオレンス
配偶者や恋人など親密な関係にある、又は
あった者から振るわれる暴力（配偶者間だけ
ではない、夫→妻間だけではない）

●児童虐待とは・・
チャイルドアビューズ
児童や幼児などに対する虐待行為の総称。肉
体的な虐待のほか、性的虐待・心理的虐待・
ネグレクト（育児放棄）などの行為も含まれ
る。



児童虐待とは・・・
チャイルドアビューズ＝chiid Abuse

Abuse ⇒ 虐待
Ab・・アブノーマルのAb

違い、異なるなどの意味 = 乱用

Child Abuse ＝ 子どもの乱用
子どもへの虐待

・自分の感情を子どもに向ける
・子どもを思い通りにしようとする
・子ども放置し、自分本位の行動をとる
・自己の問題を子どもに問題にする など



体罰と児童虐待
●体罰のイメージ

暴力、殴る、蹴る、叩くなど

●児童虐待は・・

・身体的虐待 ・心理的虐待 ・性的虐待 ・ネグレクト

度重なる児童虐待事例
（平成30年目黒5歳女児死亡事例・平成31年野田市小学女児死亡事例）により
「体罰禁止」が児童虐待防止法に記載される方向（閣議決定）

体罰=暴力のイメージ

児童虐待は暴力だけではない



子どもへの影響は？

 脳画像の研究により、子とも゙時代に辛い体験をした人は、脳に様々な変化を
生しでいることか報゙告されています。親は「 愛 の 鞭 」のつもりたっ゙たとし
ても、子とも゙には目に見えない大きな影響を与えているかも知れないので
す。

 厳しい体罰により前頭前野(社会生活に極めて重要な脳部位)の容積が19.1%
減少
(Tomoda A et al., Neuroimage, 2009)
言葉の暴力により、聴覚野(声や音を 知覚する脳部位)か変゙形
(Tomoda A et al., Neuroimage, 2011)

NHKプロフェッショナルにて放映
福井大学 友田医師の研究
厚生労働省「愛の鞭ゼロ作戦」より



その他の影響

●大人への不信感

人間関係形成の問題

●自尊感情（自分らしくあること）の低下

自身のなさ 無気力 学力の低下

●自分の感情を「暴力」「暴言」で表現していいと誤学習

暴力肯定 暴力優位の人間関係構築

●自分の体験を、自分が親になった時に再現する

児童虐待の世代間連鎖

●人格形成上の大きな問題

人格形成上の弊害へ



森田 ゆり氏（エンパワメント・センター）「しつけと体罰」より



体罰、暴言は子どもにとって、
ひとつも良い事はありません！



では、どうすれば良いのか





私たちが実践していること

虐待をなくすことは、一緒に

「別の方法」を考える事

反省を促したり、厳罰を求めるではなく



具体的には・・

①暴力・暴言の原因を意識する（パターンを探す）

・いう事を聞かない ・宿題をしない ・反抗的な態度など

②暴言・暴力を使わなくても良かった事を探す

（うまくいった事を探す）

・注意しなくても出来た・自発的に出来た・言う事を聞いた

③こうなりたい事を明確にする（目標を探す）

・いつでも自発的にしてほしい ・暴力・暴言はなくしたい



スポーツ場面での子どもへの影響

感情を子どもにぶつけていませんか？

子どもに恐怖感を与えていませんか？

感情的にコントロールしようとしていませんか？

暴言は即効性があり、他の方法を使わなくなっていませんか？

暴言がエスカレートしていませんか？

暴言を聞いている他の子どもにも影響を与えていませんか？

取り返しのつかない事故になるような事はありませんか？



社会的立場
求められる成果

人間関係
達成感
ストレス

コーチという立場
ストレス発散？
気軽な立場

家族というコミュ
ニティ

親としての役目
躾をしなくては
いけないプレッ

シャー

社会（会社・職場） コーチ（ボランティア） 家庭

それぞれが独立しているべき
持ち込まない

野球グラウンドでの出来事を家庭に持ち込まないために



体罰の正当化（木野内の考え）

子どもへの虐待通告があり、その理由を聞くと

「部活で体罰があったが感謝している」

「カツを入れられた事で頑張り、試合に勝てた」

「だから子どもにも実践している」

本当にそうでしょうか？

●部活、スポーツでの体罰、暴言が良かったと思えるのは、
部活の成績が良かった？

●その競技の成績がよく、目標を達成できたから？
●監督、コーチの体罰、暴言があっても、それを上回るケア、
自尊感情のフォローがあったから？



そんなことはないだろう・・・と思う理由

高校でソフトボール部で監督の暴言、ケツバットあり

「やる気あるのか」「下手だから帰れ」「ばか、ぼけ」

「ミスしたら謝れ」etc・・

理不尽としか感じなかった
納得できない
監督への不信感

でも辞めなかったのは…
●仲間との絆→生涯の友達
●ソフトボールが好き
●仲間と同じ方向を向けている（監督に迎合しない）



どうすれば体罰、暴言を使わずに
子どもと関わるか考える時です

「体罰禁止」がうたわれています。

現代の子どもとに体罰や暴言が必要かどうか

見直す時がきています。これを機会に

家庭でもグラウンドでも、子どもとの安全で、安心な

関わり方を見直して頂きたいと思います。

体罰、暴言が「子どもへ影響を与える」という事を

常に考えて頂きたいです。



参考に・・・

◆ユニセフ子どもの権利とスポーツの10の原則

https://childinsport.jp/

◆デンマークサッカー協会の少年指導10か条
https://www.sakaiku.jp/column/mental/2013/004231.html

ジュニアサッカー（少年サッカー）の保護者向け情報サイト内で紹介

・デンマークサッカー協会 少年指導１０ヵ条

・保護者に向けての10ヵ条

https://childinsport.jp/
https://www.sakaiku.jp/column/mental/2013/004231.html


ご清聴ありがとうございました


